
「
食
農
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の

特
徴
は
、
体
験
の
メ
ニ
ュ
ー
が

豊
富
な
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
中
に
行
な
っ
た
こ
れ
ら

の
体
験
を
深
め
る
学
習
の
条
件

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

当
セ
ン
タ
ー
の
も
う
一
つ
の
特

徴
で
す
。

そ
の
一
つ
が
五
〇
〇
〇
点
に

も
お
よ
ぶ
自
然
や
食
農
に
関
す

る
書
籍
・
ビ
デ
オ
群
で
す
。
こ

こ
に
は
、
食
や
農
、
環
境
の
ジ

ャ
ン
ル
で
は
定
評
の
あ
る
農
文

協
の
全
書
籍
や
、「
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の

タ
ー
」
で
す
。

学
習
で
疲
れ
た
ら
北

ア
ル
プ
ス
の
ふ
も
と
の

自
然
を
満
喫
で
き
る
散

策
も
で
き
れ
ば
、
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
を
奏
で
て
、

み
ん
な
で
合
唱
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

農
文
協
は
国
の
「
食

と
農
の
応
援
団
」
事
業

の
事
務
局
を
し
て
お

り
、
豊
富
な
講
師
陣
を

発
掘
し
て
お
り
ま
す
。

食
と
農
の
グ
ル
ー
プ
学

こ
の
よ
う
に
、
日
中
の
体
験

で
心
に
と
ま
っ
た
こ
と
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
、調
べ
て
、

頭
の
な
か
で
再
構
成
を
し
て
み

る
。
あ
る
い
は
的
確
な
図
書
を

選
ん
で
、
読
み
深
め
て
思
い
を

め
ぐ
ら
す
。
そ
し
て
、
学
習
の

結
果
を
資
料
に
ま
と
め
る
こ
と

も
で
き
る
―
―
こ
の
よ
う
な
充

実
し
た
体
験
と
学
習
の
「
滞
在

型
の
体
験
学
習
施
設
」
が
「
信

州
・
つ
が
い
け
食
農
学
習
セ
ン

習
や
研
修
を
行
な
う
際
に
は
、

前
述
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

派
遣
は
も
と
よ
り
、
講
師
の
斡

旋
も
可
能
で
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
信
州
・
つ
が
い
け
食
農
学
習

セ
ン
タ
ー
】
長
野
県
北
安
曇
郡

小
谷
村
栂
池
高
原
。「
施
設
の

概
要
」
や
「
お
問
い
合
わ
せ
・

申
込
先
」
に
つ
い
て
は
、
記
事

下
の
「
ご
利
用
の
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

れ
、
農
文
協
の
膨
大
な
「
食
・

農
・
環
境
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

か
ら
自
分
の
調
べ
た
い
事
柄
に

つ
い
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
（
そ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、
作
物
や
家
畜
の
栽
培
・

飼
育
、
加
工
、
観
察
、
実
験
、

遊
び
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
さ
れ
た

「
総
合
的
な
学
習
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」、
農
家
の
生
活
の
技
・
食

の
知
恵
が
満
載
さ
れ
た
月
刊

『
現
代
農
業
』
一
九
八
五
年
〜

二
〇
〇
一
年
の
約
二
〇
〇
冊
、

二
五
〇
〇
〇
記
事
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
「
農
家
に
学
ぶ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」、
全
国
五
〇
〇
〇
人

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
郷
土
食

を
聞
き
書
き
し
、
地
域
の
自
然

と
調
和
し
た
生
活
技
術
と
生
活

文
化
を
網
羅
し
た
「
ふ
る
さ
と

の
食
生
活
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、

土
壌
施
肥
・
作
物
・
野
菜
・
果

樹
・
花
卉
・
畜
産
の
百
科
事
典

全
六
編
六
三
巻
（
記
事
件
数
九

六
〇
〇
、
図
表
・
写
真
デ
ー
タ

約
八
万
件
）
の
「
農
業
の
百
科

事
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
）。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
特
徴
の
一

つ
は
、
検
索
性
に
す
ぐ
れ
て
お

り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
特
性
が
あ

っ
て
、
自
分
個
人
の
求
め
る
デ

ー
タ
を
瞬
時
に
探
し
出
し
、
自

分
の
見
識
も
加
え
て
自
分
な
ら

で
は
の
資
料
を
つ
く
れ
る
こ
と

で
す
。こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

あ
な
た
の
体
験
や
問
題
意
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
す
ば
ら
し

い
学
習
資
料
の
ま
と
め
や
教
材

開
発
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

利
用
は
登
録
制
で
す
。
研
究

者
、
学
生
・
一
般
と
区
分
し
て

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
発
行
し

（
手
数
料
一
〇
〇
円
）、
貸
し
出

し
を
い
た
し
ま
す
。
研
究
者
と

は
、
農
林
水
産
関
係
を
専
門
的

に
研
究
・
教
育
さ
れ
る
方
、
あ

る
い
は
こ
の
分
野
の
編
集
・
著

述
に
た
ず
さ
わ
る
方
な
ど
を
指

し
ま
す
。
研
究
者
に
限
っ
て
公

開
書
架
以
外
の
閉
架
式
個
人
文

庫
を
閲
覧
す
る
便
宜
を
は
か
り

ま
す
。

蔵
書
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
公
開
書
架

①
公
開
書
架
か
ら
取
り
出
し

て
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

②
蔵
書
デ
ー
タ
は
パ
ソ
コ
ン

に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
内

〈
利
用
法
〉

〈
閲
覧
の
方
法
〉

〈
貸
し
出
し
と
返
却
〉

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
検
索
〉

利
用
案
内

現
在
、
東
京
の
上
高
井
戸
に

長
男
の
家
族
と
住
む
。

午
前
七
時
に
起
床
。
自
分
で

布
団
を
上
げ
、雨
戸
を
開
け
る
。

こ
れ
は
運
動
の
た
め
に
な
る
か

ら
、
必
ず
続
け
て
い
る
。
そ
の

後
、血
圧
を
下
げ
る
薬
を
の
む
。

朝
食
は
、米
の
ご
飯
に
み
そ
汁
、

具
は
野
菜
と
卵
な
ど
い
ろ
い
ろ

豊
富
。
好
物
は
金
山
寺
味
噌
。

血
圧
測
定
を
し
て
貰
っ
て
普

通
な
ら
、
月
・
水
・
金
は
練
馬

区
の
農
文
協
図
書
館
に
一
人
で

バ
ス
・
電
車
を
乗
り
継
ぎ
出
勤

す
る
。
出
か
け
な
い
と
き
は
、

自
宅
で
午
前
二
時
間
く
ら
い
読

書
や
書
き
物
。
と
き
に
は
畑
の

手
入
れ
、
落
ち
葉
の
掃
除
。

図
書
館
で
の
昼
食
は
、
卵
と

じ
う
ど
ん
。
昼
休
み
、
三
十
分

く
ら
い
午
睡
。
午
睡
は
大
学
の

研
究
室
で
も
行
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
健
康
法
の
一
つ
で
、
自
宅

で
も
同
じ
。
午
後
、
三
時
ま
で

読
書
や
書
架
の
整
理
、書
き
物
。

三
時
の
お
茶
で
、
秘
書
と
談

の
パ
ソ
コ
ン
で
ご
自
分
で
検
索

す
る
か
、
館
員
に
ご
希
望
の
書

名
や
著
者
名
、
あ
る
い
は
出
版

者
名
を
口
頭
で
伝
え
て
く
だ
さ

れ
ば
、
検
索
し
て
書
架
番
号
と

分
類
コ
ー
ド
を
ご
案
内
し
ま

す
。③

「
館
内
」
の
ラ
ベ
ル
を
貼

っ
た
図
書
を
除
い
て
、
貸
し
出

し
を
い
た
し
ま
す
。

■
閉
架
書
架

①
現
在
、
一
六
の
個
人
文
庫

が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
閲

覧
で
き
ま
す
が
、
貸
し
出
し
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

②
受
付
で
「
閲
覧
票
」
を
記

入
し
て
閲
覧
・
返
却
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
「
日
本
農
書
全
集
」
の
底

本
コ
ピ
ー
類
、
保
存
雑
誌
類
、

年
鑑
、
団
体
史
な
ど
も
閲
覧
で

き
ま
す
が
、
現
在
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

①
貸
し
出
し
希
望
者
に
は
利

用
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
登

録
の
手
数
料
一
〇
〇
円
と
身
分

を
証
明
す
る
も
の
を
提
示
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

②
貸
し
出
し
は
一
人
一
ヵ
月

五
冊
ま
で
で
す
。

③
遠
隔
地
の
方
は
、
地
元
の

公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館
を

通
じ
て
貸
し
出
し
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。
図
書
館
同
士

の
相
互
協
力
で
、
図
書
館
を
通

じ
て
貸
し
出
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
農
文
協
図
書
館
＝

http://www.ruralnet.or.jp/nb
klib/

）
で
公
開
書
架
、
閉
架
書

架
と
も
検
索
で
き
ま
す
。

〈
開
館
時
間
と
休
館
日
〉

開
館
は
午
前
一
〇
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
。
休
館
日
は
毎
週

水
曜
日
と
日
曜
・
祝
日
。
八
月

と
年
末
年
始
に
臨
時
休
館
日
。

〈
交
通
案
内
〉

①
Ｊ
Ｒ
吉
祥
寺
駅
・
京
王
井

の
頭
線
吉
祥
寺
駅
下
車
。
北
口

バ
ス
停
の
西
武
バ
ス
＝
都
民
農

民
、
新
座
栄
、
保
谷
、
大
泉
学

園
、
成
増
町
、
花
小
金
井
行
き

に
乗
車
、
い
ず
れ
も
関
町
南
二

丁
目
下
車
、
進
行
方
向
徒
歩
一

分
、
左
側
三
階
建
て
の
白
い
ビ

ル
の
三
階
。

②
西
武
新
宿
線
武
蔵
関
駅
下

車
。北
口
バ
ス
停
の
西
武
バ
ス
、

吉
祥
寺
駅
行
き
に
乗
車
。

③
西
武
池
袋
線
大
泉
学
園
駅

下
車
。
南
口
バ
ス
停
の
西
武
バ

ス
、
吉
祥
寺
駅
行
き
に
乗
車
。

②
③
と
も
関
町
南
二
丁
目
下

車
、
進
行
方
向
の
反
対
側
徒
歩

三
分
。
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「
食
農
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に

は
、
食
農
体
験
や
ふ
る
さ
と
体

験
、
自
然
体
験
、
歴
史
探
訪
な

ど
を
指
導
し
案
内
す
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
登
録
さ
れ
、
子

ど
も
か
ら
大
学
生
、教
師
ま
で
、

あ
る
い
は
自
然
志
向
・
帰
農
志

向
の
社
会
人
の
皆
様
や
そ
の
ご

家
族
の
皆
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
希
望
に
そ
っ
て
の
体
験
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。体

験
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ざ
っ
と

例
示
す
れ
ば
、
郷
土
食
の
お
や

き
づ
く
り
や
、ソ
バ
打
ち
体
験
、

豆
腐
づ
く
り
、味
噌
の
仕
込
み
、

醤
油
し
ぼ
り
、
山
菜
料
理
、
ハ

ー
ブ
料
理
、
燻
製
づ
く
り
な
ど

の
「
食
の
体
験
」
が
で
き
、

「
農
の
体
験
」
で
は
、
時
期
の

限
定
は
あ
り
ま
す
が
、
古
代
米

の
田
植
え
や
収
穫
、
ソ
バ
・
大

豆
の
種
ま
き
や
収
穫
、
ハ
ー
ブ

や
わ
さ
び
の
栽
培
体
験
等
々
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
わ
ら
細
工

や
つ
る
籠
づ
く
り
、
ロ
グ
ハ
ウ

ス
づ
く
り
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と

体
験
」
や
、
枝
打
ち
・
下
刈

り
・
間
伐
・
き
の
こ
の
コ
マ
打

ち
・
炭
焼
き
な
ど
の
「
林
業
体

験
」、
星
の
観
察
や
沢
登
り
な

ど
の
「
自
然
体
験
」、
あ
る
い

は
ま
た
縄
文
時
代
か
ら
の
塩
の

道
の
探
訪
な
ど
の「
歴
史
探
訪
」

も
可
能
で
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
地

域
の
自
然
を
深
く
認
識
し
、
自

然
の
な
か
で
生
活
を
組
み
立
て

て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
農
家
な
ど
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
体
験
を
と
お
し

て
、
現
代
社
会
の
な
か
で
失
わ

れ
た
人
間
の
自
然
性
を
と
り
も

ど
し
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
の
確
か
な
感
覚
を
よ
び

も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
あ
る
い
は
今
年
か
ら
小
学

校
で
完
全
実
施
さ
れ
る
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
で
の
食
農

学
習
の
準
備
に
も
ピ
タ
リ
の
内

容
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
十
月
、
北
ア
ル
プ
ス
の
ふ
も
と
に
開
設
さ
れ
た
「
信

州
・
つ
が
い
け
食
農
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
、
経
験
豊
富
な
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
食
・
農
・
環
境
の
体
験
が

自
由
に
で
き
、
整
備
さ
れ
た
関
連
図
書
や
食
と
農
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
そ
れ
ら
の
体
験
を
深
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

「
滞
在
型
の
体
験
学
習
施
設
」
で
す
。

会
（
自
然
と
子
ど
も
た
ち
を
結

ぶ
会
）」（
＝
子
ど
も
達
や
先
生

達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
図
書
資

料
を
お
届
け
す
る
、
学
校
巡
回

の
た
め
の
出
版
社
グ
ル
ー
プ
）

の
書
籍
が
全
部
そ
ろ
え
ら
れ
、

自
由
に
手
に
と
っ
て
読
め
る
よ

う
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
す

（
適
切
な
本
を
見
つ
け
た
ら
、

そ
の
本
を
注
文
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
）。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
本
セ
ン

タ
ー
に
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
む
す
ば
れ

た
パ
ソ
コ
ン
12
台
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交通案内�

信濃森上�
白馬大池� 千国�

栂池高原入口看板�

千国の庄史料館�●�

牛方宿�●�
観光案内所�観光案内所�����観光案内所�

至白馬乗鞍�

岩岳�

栂池高原バス停�栂池高原バス停�����栂池高原バス停�

集　�　�落�

栂池高原�
スキー場�

JR大糸線�

日石三菱GS●�

国道�１�４�８号���

至�
糸�
魚�
川��

�

至�
松�
本�
・�
大�
町��

�

岩岳入口�

●�
長野�

●�
松本�

●�
白馬�

●�
飯田�

●�
軽井沢�

栂池�
高原�●�Ｊ�Ｒ�で�●�Ｊ�Ｒ�で�

●�バス�・�お車�で���

東京� 長野�

新宿�

大阪�

大阪�

長野新幹線�

１時�間２�９分���

中央本線�

特�急２時�間３�９分���

東海道新幹線���

１�時間�

中央本線�

特急�２�時�間�３�９分���

北陸本線�

４時�間２�５分���

大糸線�

１時�間１�２分���

大糸線�

１時�間１�７分���

バス�・�タク�シ�ー�

１�５分���

糸魚川�

シャ�トル�バ�ス���

５�０分���

白馬大池�

松本�

名古屋�

栂�
　�
　�
池�
　�
　�
高�
　�
　�
原��

�

東京�

大阪�

大阪�

中央�自�動車道�

１�８�６km

名神高速���

１�８�８km

中央�自�動車道�

１�７�３km

名神�・�北陸道���

４�１�６km

R１�４�８�

４�１km

長野�自�動�車道���

３�３km

シャ�トル�バ�ス���

５�０分���

R１�４�７�・�１�４�８���

６�４km

名古屋�

豊科I.C.岡�谷�J.C.T

糸魚川 I.C.

ゴ
ン
ド
ラ
（
イ
ブ
）�

●宿　泊　100名（本館別館計・和
室15　洋室1）�

●会議室　80名�
●食　堂　100名�
●喫茶室　20名�
●談話室　20名�
●浴　室　男女各20名�
●宿泊料　一般　6，500円～（大

人1泊2食）�
�季節等により異なります。（団体割引につ
いては別途ご相談下さい）�

●体験施設の利用やインストラクタ
ー料金は、人数その他により異な
りますので、別途ご相談くださ
い。�
●キャンプファイヤー・バーベキューサ
イトあり�
●貸スキー・マウンテンバイク等、各
種娯楽用具、スポーツ用具完備� 〈ご利用のお問い合わせ・申込みは〉�

農文協文化部　TEL03（3585）1149　FAX03（3585）6466　chiba-t@mail.ruralnet.or.jp

信州・つがいけ食農学習センターの概要・ご利用について�

話
。
後
は
明
る
い
内
に
バ
ス
・

電
車
で
帰
宅
。
帰
宅
後
は
天
気

が
良
け
れ
ば
、
畑
仕
事
や
落
ち

葉
の
整
理
。

夕
食
は
、
息
子
と
酒
を
少
し

嗜
み
、家
族
と
ご
飯
を
食
べ
る
。

お
菜
は
多
い
方
だ
ろ
う
。

就
寝
は
、
九
時
と
決
め
て
い

る
。
年
寄
り
は
十
時
間
寝
る
の

が
一
番
の
長
生
き
法
だ
。
寝
る

前
に
頭
か
ら
肩
、
両
腕
、
脚
、

土
踏
ま
ず
ま
で
自
分
で
指
圧
す

る
と
寝
つ
き
が
良
い
。
眠
れ
な

い
と
き
も
同
じ
指
圧
を
す
る
。

も
う
三
十
年
も
続
け
て
い
る
。

農
文
協
図
書
館
に
通
う
の
は

運
動
の
た
め
と
好
き
な
仕
事
を

自
由
に
す
る
こ
と
。
図
書
館
に

自
分
の
図
書
資
料
約
一
万
三
千

点
を
寄
贈
し
近
藤
文
庫
と
し
て

研
究
者
に
も
閲
覧
さ
せ
る
が
、

自
分
の
著
述
に
も
利
用
す
る
。

弱
視
に
な
っ
た
の
で
読
書
・
著

述
は
テ
レ
ビ
型
の
拡
大
読
書
器

を
利
用
し
て
い
る
。
１
９
９
０

年
と
２
０
０
０
年
に
、『
農
文

協
五
十
年
史
』『
農
文
協
六
十

年
略
史
』の
大
著
を
完
成
し
た
。

（
原
田
　
勉
）

地域に開かれ地域に開かれた「食と農「食と農、食農食農�地域に開かれた「食と農、食農�

農
文
協
名
誉
会
長
・
農
文
協
図
書
館
理
事
長

農
文
協
名
誉
会
長
・
農
文
協
図
書
館
理
事
長�

近
藤
康
男
先
生
、
百
三
歳
の
近
況

近
藤
康
男
先
生
、
百
三
歳
の
近
況�

農
文
協
名
誉
会
長
・
農
文
協
図
書
館
理
事
長�

近
藤
康
男
先
生
、
百
三
歳
の
近
況�

個人文庫の一覧�

近藤　康男�
文　庫　名�冊　数� 特　　　　　　　徴�

13,200

※他に柏原孝夫文庫（獣医・畜産学）と寺尾五郎文庫（『安藤昌益全集』編集代表）があり、
目下整理中です。�

日本農業経済学の泰斗。自身の農村調査の原資料を含む。（詳細は本号１面参照）�

守田　志郎� 1,470 日本経済史・地方経済史関係の文献のほか、「二宮尊徳全集」全36巻、「日本経済大典」
全54巻など。�

山崎不二夫� 1,360 専門の農業土木・河川工学・土地改良・耕地整理・土壌学・ダム関係のほか、食料問題、
農業技術史、中国・ベトナム関係の文献が多い。�

松尾　孝嶺� 1,500 稲学の第一人者。稲育種・育種遺伝学・作物栽培学・遺伝生態学関係文献、「育種学雑誌」
「農業技術」誌の第１巻からのバックナンバーなど。�

福島　要一� 850 農学、環境問題、平和問題、自然保護、環境教育などの分野のほか生協・消費者運動、
農業教育、技術教育など。�

浪江　　虔� 452 自治体民主化運動、読書・図書館運動の文献。「経済評論」「農業朝日」のバックナン
バーを含む。�

団野　信夫� 1,400 朝日新聞記者、日本農業のアナリストとして活躍した。農村問題・酪農畜産・食管制度・
食料政策・農業経営関係の文献を収蔵。�

菱沼　達也� 500 元東京教育大学農学部教授で「総合農学」を講じた。馬産経済の実態調査報告書（馬政
局が昭和12年から14年にかけて実施したもの）は貴重な資料。�

岩崎　文雄� 210 元筑波大学教授。サクラの研究者として著名。植物学、育種学の文献のほか、「日本作
物学会紀事」「園芸学会雑誌」のバックナンバーを収蔵。�

石川　英夫� 860 農業ジャーナリストとして活躍。主として日本資本主義論、日本農村問題、中国の農業、
毛沢東関連資料など。�

和田　博雄� 400 吉田内閣の農相として農地改革を推進した。主として農地改革関係資料、憲法調査会資料、
国会予算審議資料など。�

佐藤　　正� 2,260 元岩手大学教授。日本の風土に根ざした農業変革、農家・農協経営の確立に情熱を注いだ。社会主義、
日本経済、哲学、世界経済、農民運動、農協問題など。特にマルクス主義関係の文献が充実。�

野口　弥吉� 280
作物の受精生理、倍数性、カリ肥料の栄養生理、同化作用ならびに葉面散布など栄養生理、
植物ホルモンの作用性の研究など広範にわたる文献を収蔵。�

大谷　省三� 340 農業経済の分野に留まらず、技術論の分野でも活躍。この分野の文献を収蔵する。�

岩渕　直助� 172 元農文協専務理事・副会長。「日本農書全集」「日本の食生活全集」などの大型全集を企画・刊行した。
農文協図書館建設の推進者。「岩渕直助文化運動基本文献」「日本思想大系」ほかを収蔵。�

川田信一郎� 1,680
気象・災害・科学技術論関係の文献、篤農技術に関する文献・資料、育種学・作物遺伝学・稲
作多収理論の文献、植物の形態・細胞・根・組織に関する内外の文献などを収蔵。�

農 文 協

農文協（社団法人 農山漁村文化協会）〒107-8668 東京都港区赤坂7-6-1 TEL.03-3585-1141  FAX.03-3589-1387 振替00120-3-144478   URL http://www.ruralnet.or.jp/ご注文は 価格は税込

江
戸
期
日
本
の
叡
智
、
日
本
文
化

の
原
点
―
三
百
余
点
の
農
書
を

全
国
か
ら
発
掘
し
、
現
代
語
訳

全
72
巻

地
域
と
向
き
合
い
、
今
、
こ
こ
に
あ
る
モ
ノ
・

コ
ト
・
ヒ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
た
先
人
の
叡

智
。
生
産
か
ら
衣
食
住
全
般
に
わ
た
る
技
能
と

暮
ら
し
が
記
さ
れ
た
江
戸
期
農
書
を
二
〇
余
年

の
歳
月
を
か
け
集
大
成
。
原
文
翻
刻
、
現
代
語

訳
、
注
記
、
解
題
を
付
す
。

Ａ
５
判
（
26
、
71
、
72
巻
は
Ｂ
５
判
）
・
上

製
・
箱
入
●
各
４
２
０
０
円
〜
７
５
０
０
円
、

揃
価
４
１
１
１
０
０
円

〈
代
表
的
収
録
農
書
〉
⑫
⑬
『
農
業
全
書
』
宮
崎
安
貞
・
貝
原
楽
軒
●

揃
１
０
５
０
０
円
／
⑭
『
広
益
国
産
考
』
大
蔵
永
常
●
５
２
０
０
円
／

⑯
⑰
『
百
姓
伝
記
』
著
者
不
詳
●
揃
８
７
０
０
円
／
⑲
『
会
津
農
書
』

佐
瀬
与
次
右
衛
門
●
５
５
０
０
円

別　巻

収
録
農
書
一
覧
　
分
類
索
引

成
立
地
、
分
野
別
、
現
代
的
課
題
を
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
の
分

類
な
ど
収
録
農
書
一
覧
、
農
法
、
衣
食
住
な
ど
26
項
目
の
分
類
索

引
。

●
２
４
０
０
０
円

安
藤
昌
益
全
集

安
藤
昌
益
全
集

日
本
エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム

の
始
祖

◆
毎
日
出
版
文
化
賞
・
物
集
索
引
賞
受
賞
作
品

安
藤
昌
益
研
究
会
編

Ａ
５
判
　
上
製
箱
入

揃
価
１
１
５
５
０
０
円

自
然
と
人
間
の
調
和
を
基
本
と
し
た
万
人
平
等
の

コ
ミ
ュ
ー
ン
を
構
想
す
る
と
い
う
、
日
本
思
想
史

上
破
格
な
思
想
。
そ
の
現
存
す
る
著
作
を
集
大
成
。

底
本
を
忠
実
に
復
刻
し
た
影
印
版
、
さ
ら
に
全
文

書
下
し
、
現
代
語
訳
、
注
解
、
解
説
を
付
す
。

■
現
代
語
訳
編
q
〜
u
稿
本
自
然
真
営

道
i
〜
!1
統
道
真
伝
!3
刊
本
自
然
真
営

道
　
■
資
料
編
!4
〜
!6
上
下
　
医
学
関

係
資
料
、
自
然
真
営
道
残
簡
ほ
か
　
■
復

刻
編
・
影
印
版

!7
〜
!9
稿
本
自
然
真
営

道
@0
〜
@1
統
道
真
伝
　
■
別
巻

安
藤

昌
益
事
典
（
著
作
目
録
、
年
譜
、
用
語
索

引
な
ど
）
各
４
２
０
０
円
〜
６
２
０
０
円

全23冊

江戸期文献を身近に
【
第
Ⅰ
期
】
全
35
巻
〈
編
集
委
員
〉
山
田
龍
雄
・
飯
沼
二
郎
・
守

田
志
郎
・
岡
光
夫

第
Ⅰ
期
は
地
域
自
然
と
と
も
に
あ
る
農
の

営
み
を
知
る
観
点
か
ら
「
地
域
別
」
に
巻
を
構
成
。

【
第
Ⅱ
期
】
全
37
巻
〈
編
集
委
員
〉
佐
藤
常
雄
・
徳
永
光
俊
・
江

藤
彰
彦

第
Ⅱ
期
は
、
地
域
に
お
け
る
生
産
と
消
費
を
一
体
に

捉
え
る
「
地
域
形
成
」
の
視
点
に
立
ち
「
テ
ー
マ
別
」
に
巻
構

成
。

現代語訳

冬はスキー、夏はハイキングも楽しめる豊かな自然環境


